
と
っ
て
有
用
な
書
物
で
あ
る
。
筆
者
も
か
ね
て
出
版

社
の
新
刊
予
告
で
こ
の
企
画
を
知
り
早
速
注
文
し
て

拝
読
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
朝
倉
氏
や
武
田
氏
な
ど

を
中
心
と
す
る
若
越
人
名
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
気

つ
い
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

本
書
の
人
名
項
目
に
は
ほ
と
ん
ど
に
国
名
が
付
け

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
例
言
や

凡
例
等
で
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
そ

の
人
物
の
出
身
地
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
他
の
人
名
辞
典
類
に
は
み
ら
れ
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
工
夫
で
地
方
史
的
に
み
て
大
変
有
難
い

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
書
に
は
六
十
数
名

の
若
越
出
身
の
人
物
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ

の
中
に
は
検
討
を
要
す
べ
き
叙
述
も
散
見
さ
れ
る
。

ま
ず
谷
口
氏
は
根
尾
市
助
を
寸
越
前
の
豪
族
」
と
し

て
い
る
が
、
当
時
の
根
尾
氏
は
出
身
地
と
い
う
意
味

で
は
美
濃
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
石
徹
白
氏

に
つ
い
て
谷
口
氏
は
「
元
亀
年
間
頃
ま
で
は
、
朝

A
居
・
斎
藤
ら
隣
国
の
戦
国
大
名
と
の
接
触
は
見
ら
れ

ず
、
小
さ
い
な
が
ら
も
独
立
し
た
形
で
、
飛
騨
の
一

部
に
威
を
振
る
っ
て
い
た
」
と
し
て
い
る
が
、
誤
解

が
み
ら
れ
る
。
石
徹
白
は
れ
っ
き
と
し
た
越
前
で
石

徹
白
氏
は
古
く
か
ら
の
越
前
の
国
人
で
あ
る
。
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藤

圭

谷
口
克
広
氏
は
最
近
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞

典
』
を
公
に
さ
れ
た
(
平
成
七
年
一
月
吉
川
弘
文
館

刊
)
。
本
書
は
織
回
信
長
に
臣
従
し
た
家
臣
の
個
々

に
つ
い
て
史
料
に
基
づ
い
て
叙
述
し
た
大
部
の
労
作

で
、
織
豊
期
の
歴
史
と
人
物
に
関
心
を
持
つ
読
者
に

次
に
朝
倉
氏
の
同
名
衆
に
つ
い
て
も
注
意
さ
れ
る
。

ま
ず
織
田
信
長
に
降
っ
た
朝
倉
氏
の
同
名
衆
や
家
臣

の
名
に
つ
い
て
は
、
谷
口
氏
も
引
用
し
て
い
る
天
正

一
万
年
(
一
五
七
三
)
の
八
月
二
十
日
付
上
杉
謙
信
宛

織
田
信
長
覚
書
の
中
に
左
の
よ
う
に
み
、
え
る
(
寸
本

願
寺
文
書
」
)
。

一
討
残
諸
侍
、
朝
倉
兵
庫
助
・
魚
住
備
後
守
・
朝
倉

駿
河
{
寸
・
同
孫
六
郎
・
同
大
炊
允
・
同
近
江
守
、

其
外
悉
罷
出
一
札
候
、
朝
倉
式
部
大
輔
・
同
孫
三

郎
義
景
前
引
退
山
中
有
之
、
色
々
雄
畑
望
候
、
至

子
今
不
召
出
候
事
、

彼
ら
の
実
名
な
ど
を
確
認
す
る
の
に
好
都
合
な
史

料
が
近
年
『
福
井
市
史
』
資
料
編
2
で
紹
介
さ
れ
た

『
朝
倉
義
景
亭
御
成
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
永
禄
十

一
年
ご
五
六
八
)
五
月
十
八
日
朝
倉
義
景
が
館
に

足
利
義
昭
の
御
成
を
あ
お
ぎ
式
正
、
十
七
献
の
宴
会

で
も
て
な
し
た
時
の
詳
細
な
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
寸
朝
倉
同
名
衆
井
年
寄
衆
御
礼
申
次
第
」
と
い

う
項
が
あ
る
。
そ
の
同
名
衆
の
通
称
、
実
名
の
部
分

だ
け
を
左
に
抜
き
書
き
す
る
。

(
健
)

式
部
大
輔
景
鏡
孫
三
郎
景
建
次
郎
左
衛
門
尉

景

尚

修

理

進

孫

六

景

茂

修

理

亮

景

嘉

右
阿

馬
助
景
富
次
郎
右
衛
門
尉
景
種
右
京
進
小

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



誌
叩
景
堅
向
駿
河
守
景
乙
三
反
崎
虎
松
権
図
で
は
実
名
が
景
盛
と
さ
れ
る
が
、
前
掲
『
朝
倉
義
宗
間
(
花
押
)
」
と
み
え
る
。
谷
口
氏
は
「
誰
の
こ

守
掃
部
助
出
雲
守
景
亮
溝
江
大
炊
允
景
家
景
亭
御
成
記
』
に
よ
れ
ば
当
時
は
景
亮
と
い
っ
た
こ
と
か
不
明
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
前
掲
『
朝
倉
義
景

藤
三
景
嘉
溝
江
三
郎
右
衛
門
尉
右
近
允
景
満
と
が
確
認
き
れ
る
。
次
に
孫
六
郎
と
孫
六
は
き
わ
め
亭
御
成
記
』
に
み
え
る
修
理
亮
景
嘉
の
出
家
し
た
姿

谷
口
氏
が
前
掲
信
長
覚
書
か
ら
立
項
さ
れ
た
人
名
て
紛
ら
わ
し
い
が
、
前
掲
織
田
信
長
覚
書
に
よ
れ
ば
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
な
か
に
朝
倉
駿
河
守
・
朝
倉
近
江
守
・
朝
倉
大
炊
天
正
元
年
八
月
の
段
階
で
孫
六
が
討
ち
と
ら
れ
て
孫
朝
倉
氏
同
名
衆
中
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
朝
倉
景
鏡
は

助
が
あ
る
。
こ
の
朝
倉
駿
河
守
は
右
の
『
朝
倉
義
景
六
郎
が
降
参
し
た
と
さ
れ
る
の
で
別
人
で
あ
る
。
天
正
元
年
八
月
信
長
に
降
参
し
、
そ
の
後
信
鏡
と
改

亭
御
成
記
』
の
同
名
衆
の
項
に
み
え
る
向
駿
河
守
景
『
朝
倉
義
景
亭
御
成
記
』
と
『
越
州
軍
記
』
巻
一
御
名
し
、
つ
い
で
土
橋
の
名
字
を
称
し
た
。
こ
の
信
鏡

乙
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
朝
倉
近
江
守
は
成
次
第
事
を
対
照
す
れ
ば
孫
六
郎
は
修
理
進
と
同
一
の
実
名
の
初
見
は
恐
ら
く
『
連
歌
合
集
』
の
「
天
正

(
輔
)

『
朝
倉
始
末
記
』
に
み
え
る
同
名
衆
の
勝
蓮
華
近
江
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
彼
は
天
正
二
年
元
年
十
二
月
八
日
朝
倉
式
部
大
夫
殿
興
行
L

何
人

守
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
朝
二
月
中
旬
に
西
ノ
庄
の
一
撲
に
殺
さ
れ
た
三
富
孫
六
百
韻
で
里
村
紹
巴
の
「
山
/
¥
も
す
く
な
る
道
の
ミ

倉
大
炊
助
の
官
途
で
立
項
さ
れ
て
い
る
人
物
は
信
長
郎
景
冬
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
景
冬
の
実
名
は
『
朝
雪
か
な
」
と
い
う
発
句
に
「
都
ハ
さ
ら
に
冬
と
し
も

覚
書
に
み
え
る
朝
倉
大
炊
允
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
倉
始
末
記
』
所
収
の
系
図
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
し
信
鏡
」
と
続
け
た
の
が
初
見
で
あ
ろ
う
。
こ

ら
、
『
朝
倉
義
景
亭
御
成
記
』
に
み
え
る
溝
江
大
炊
朝
倉
氏
の
系
図
の
中
で
唯
一
戦
国
期
成
立
の
『
朝
倉
の
史
料
を
掲
載
し
た
『
大
日
本
史
料
第
十
編
之
二

允
景
家
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
谷
口
氏
家
伝
記
』
に
よ
れ
ば
孫
六
の
実
名
が
景
盛
と
さ
れ
る
。
十
』
で
「
朝
倉
式
部
大
夫
」
に
「
景
鏡
L

と
傍
注
を

は
こ
れ
ら
の
人
名
項
目
と
は
別
に
向
駿
河
守
や
溝
江
『
朝
倉
始
末
記
』
所
収
の
系
図
の
人
物
の
実
名
に
混
付
け
、
「
信
鏡
」
に
傍
注
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の

長
逸
(
大
炊
允
)
の
項
を
立
て
て
い
る
の
で
本
書
で
乱
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
は
や
や
読
者
に
対
し
て
不
親
切
で
あ
る
。
「
朝
倉
式

(
輔
)

は
同
じ
人
物
が
二
ヶ
所
で
重
複
し
て
出
て
く
る
こ
と
の
三
人
は
別
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
物
同
定
が
部
大
夫
」
と
は
す
な
わ
ち
信
鏡
に
外
な
ら
な
い
か

に

な

る

。

な

か

な

か

に

厄

介

で

あ

る

が

、

そ

う

し

た

作

業

を

す

ら

で

あ

る

。

そ

れ

は

と

も

か

く

と

し

て

、

朝

倉

氏

の

ま
た
本
書
の
朝
倉
景
盛
の
項
で
は
出
雲
守
・
孫
六
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
人
名
辞
典
を
作
る
こ
と
な
の
で
同
名
衆
や
家
臣
が
織
田
信
長
に
臣
従
し
て
信
や
長
の

郎

・

孫

六

と

い

う

通

称

の

三

人

の

人

物

を

い

っ

し

ょ

あ

ろ

う

。

字

を

実

名

に

与

え

ら

れ

た

場

合

も

多

い

。

そ

の

際

に

く
た
に
し
て
叙
述
し
て
お
り
混
乱
を
生
じ
て
い
る
。
次
に
本
書
で
朝
倉
{
示
円
の
名
で
立
項
さ
れ
て
い
る
信
長
家
臣
の
人
名
辞
典
と
い
う
本
書
の
趣
旨
を
生
か

こ
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
人
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
物
に
つ
い
て
出
典
の
「
洞
雲
寺
文
書
」
の
天
正
二
す
と
す
れ
ば
、
朝
倉
氏
旧
臣
で
も
改
名
の
方
で
立
項

ま
ず
朝
倉
出
雲
守
は
『
朝
倉
始
末
記
』
所
収
の
系
年
三
月
八
日
寄
進
状
の
署
判
に
は
「
朝
倉
修
理
入
道
さ
れ
た
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
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と
感
じ
ら
れ
る
。

最
後
に
朝
倉
景
泰
の
名
で
立
項
さ
れ
て
い
る
人
物

は
通
称
を
七
郎
と
い
い
、
天
正
一
万
年
十
一
月
上
洛
し

て
織
田
の
名
字
を
与
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
朝

倉
始
末
記
』
所
収
系
図
に
は
朝
倉
義
景
の
奉
行
人
を

長
く
勤
め
た
朝
倉
景
連
の
次
子
に
七
郎
景
泰
が
み
え

る
。
一
方
『
朝
倉
家
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
敦
賀
郡
司

朝
倉
景
紀
の
孫
、
朝
倉
景
坑
の
子
に
七
郎
が
み
え
る
。

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
寺
下
二
義
氏
の
専
論
「
七
郎

小
法
師
と
朝
倉
義
景
」
が
あ
る
(
『
地
方
史
研
究
』

二
一
七
号
)
。
寺
下
氏
は
慎
重
に
断
定
を
避
け
て
お

ら
れ
る
が
、
朝
倉
氏
同
名
衆
中
の
序
列
か
ら
み
て
、

織
田
の
名
字
を
与
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
七
郎
が
景

泰
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
景
坊
の
子
の

七
郎
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ

る。
次
に
越
前
の
国
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
谷
口

氏
は
小
武
弥
三
郎
と
い
う
人
名
を
『
源
喜
堂
所
蔵
古

文
書
目
録
』
に
よ
り
立
項
し
て
「
越
前
一
向
一
撲
討

伐
戦
後
の
天
正
三
年
(
一
五
七
五
)
十
月
八
日
、
信

長
よ
り
本
知
十
石
余
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
」
と
し

て
い
る
が
、
何
か
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
。
御
自
分
で

は
史
料
を
御
覧
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
目
録
に
出
て
い
る
織
田
信
長
朱
印
状
は
昨
年
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
の
所
蔵
と
な
り
、
同
館
の
『
歴
史
資

料
館
だ
よ
り
』
三
二
号
(
平
成
六
年
十
二
月
一
日
発

行
)
の
巻
頭
に
す
ば
ら
し
い
鮮
明
な
カ
ラ

l
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
文
書
の
本

文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

本
知
拾
石
余
之
事
、
任
当
知
行
之
旨
不
可
有
相
違

之
状
如
件
、

天
正
元

十
月
八
日
信
長
(
朱
印
)

小
武
彦
三
郎
殿

こ
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
の
で
人
名
項
目
は
小
武

弥
三
郎
で
は
な
く
し
て
小
武
彦
三
郎
、
年
代
は
天
正

三
年
で
は
な
く
し
て
天
正
一
万
年
で
あ
る
。
な
お
小
武

と
は
足
羽
三
ヶ
庄
の
有
力
商
人
慶
松
氏
の
こ
と
で
あ

る。
天
正
元
年
八
月
二
十
三
日
信
長
か
ら
四
五

O
石
の

本
知
を
安
堵
さ
れ
た
鷲
田
三
郎
左
衛
門
尉
に
つ
い
て

谷
口
氏
は
「
越
前
の
人
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
」
と
す

る
が
、
鷲
田
氏
は
越
前
の
名
族
で
あ
る
。
前
引
『
朝

倉
義
景
亭
御
成
記
』
に
敦
賀
郡
司
朝
倉
景
恒
の
被
官

人
鷲
固
と
い
う
人
物
が
み
え
る
の
で
三
郎
左
衛
門
尉

も
そ
の
一
族
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
鷲
田
氏
は
宗

長
和
歌
懐
紙
な
ど
当
時
の
資
料
を
伝
え
て
い
た
が
、

惜
し
い
こ
と
に
最
近
福
井
の
地
を
離
れ
ら
れ
た
。

最
後
に
赤
座
小
法
師
と
立
項
さ
れ
て
い
る
人
物
は

今
庄
の
赤
座
古
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

若
狭
の
人
名
に
移
る
と
若
狭
武
田
氏
で
は
本
書
に

武
田
五
郎
・
武
田
中
務
大
輔
・
武
田
一
克
明
・
武
田
義

統
の
四
人
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
若
狭
守
護
武
田
義

統
・
元
明
父
子
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
『
戦
国

人
名
事
典
』
な
ど
の
類
書
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
た
が
、

義
統
の
死
没
な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
お
さ
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
読
者
を
混
乱
さ
せ
て
い
た
。
本
書

も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

武
田
信
玄
が
朝
倉
義
景
に
送
っ
た
次
の
よ
う
な
書

状
が
あ
る
(
「
朝
倉
文
書
L

)

。

幸
便
之
条
令
啓
札
候
、
同
名
大
膳
大
夫
他
界
候
以

後
孫
犬
丸
幼
少
故
、
親
類
被
官
恐
々
擬
、
剰
企
逆

意
国
中
錯
乱
、
既
孫
犬
丸
名
代
断
絶
眼
前
候
之
条
、

貴
国
被
相
招
、
種
々
被
加
御
佃
意
之
由
、
御
哀
隣

誠
奇
特
候
、
向
後
弥
被
引
立
者
、
於
信
玄
可
為
祝

着
候
、
委
曲
信
興
口
上
申
合
候
之
て
不
能
具
候
、

恐
々
謹
言
、

六
月
十
五
日
信
玄
(
花
押
)

朝
倉
左
衛
門
督
殿
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こ
の
書
状
は
武
田
義
統
(
大
謄
大
夫
)
没
後
の
若
し
て
い
る
。
『
一
言
継
卿
記
』
同
日
条
に
は
「
次
陰
陽
し
た
の
か
を
明
示
さ
れ
た
い
と
思
う
。
な
お
こ
の
武

狭
武
田
家
中
の
混
乱
を
述
ぺ
、
朝
倉
義
景
が
永
禄
十
頭
有
傍
朝
臣
旅
宿
徳
大
寺
近
所
小
山
所
也
、
音
信
之
田
中
務
大
輔
の
一
世
代
前
く
ら
い
の
年
代
に
武
田
中

一
年
(
一
五
六
八
)
八
月
に
武
田
一
克
明
(
孫
犬
丸
)
処
、
招
寄
暫
雑
談
、
晩
冶
振
舞
了
、
若
州
武
田
中
務
務
少
輔
信
孝
と
い
う
人
物
が
、
越
前
・
若
狭
の
重
要

を
越
前
に
招
い
た
処
置
を
認
め
て
元
明
を
引
き
立
て
大
輸
相
伴
也
、
」
と
み
え
る
が
、
前
後
の
説
明
な
く
人
物
と
し
て
み
え
る
が
、
彼
は
中
務
少
輔
の
官
を
最

る
こ
と
を
朝
倉
義
景
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
こ
れ
だ
け
で
は
信
長
に
臣
従
し
た
事
実
が
示
き
れ
て
後
に
出
家
し
た
よ
う
な
の
で
(
「
正
法
寺
文
書
」
)
、

に
武
田
義
統
が
没
し
て
い
た
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
い
な
い
。
こ
の
人
物
に
宛
て
ら
れ
た
六
角
承
臓
の
書
本
項
の
中
務
大
輔
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

る
。
若
狭
の
在
地
史
料
に
よ
れ
ば
義
統
の
没
年
月
日
状
が
残
っ
て
い
る
の
で
左
に
引
用
す
る
(
「
尊
経
閣
次
に
武
田
五
郎
で
立
項
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
谷

は

永

禄

十

年

十

一

月

九

日

と

さ

れ

る

(

仏

国

寺

蔵

文

庫

所

蔵

文

書

」

)

。

口

氏

は

「

奥

野

高

度

氏

は

、

信

豊

の

四

男

信

方

に

比

寸
武
田
家
系
図
」
)
。
谷
口
氏
は
本
書
に
お
い
て
義
其
巳
来
不
申
候
、
路
次
不
自
由
之
故
不
任
心
中
候
、
定
し
て
い
る
(
信
長
文
書
)
」
と
述
べ
信
方
の
こ
と

統
の
没
年
を
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
と
し
て
永
禄
永
々
在
国
御
辛
労
之
至
候
、
何
高
盛
儀
毎
事
別
市
を
い
っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
本
項
の

十
一
年
以
降
の
こ
と
に
つ
い
て
義
統
と
関
連
さ
せ
て
被
相
談
之
通
申
賜
候
、
尤
喜
悦
候
、
随
而
織
田
此
人
物
の
通
称
は
五
郎
で
は
な
く
彦
五
郎
と
す
べ
き
で

種
々
推
測
を
重
ね
て
い
る
が
、
す
べ
て
無
意
味
で
あ
中
令
在
洛
、
来
六
日
大
坂
表
江
可
及
行
旨
廻
文
候
あ
ろ
う
。
武
田
彦
五
郎
信
方
は
若
狭
・
越
前
の
戦
国

る
。
こ
の
若
狭
武
田
氏
の
動
向
及
び
武
田
旧
臣
と
信
条
、
弥
無
御
由
断
有
調
策
、
急
度
出
馬
之
儀
馳
走
史
の
重
要
人
物
で
あ
っ
て
見
逃
す
訳
に
は
い
か
な
い
。

(
武
田
信
玄
)

長
の
関
係
に
つ
い
て
は
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
福
井
県
肝
要
候
、
光
録
其
外
江
茂
染
筆
候
、
被
得
其
意
可
信
方
の
関
係
文
書
は
「
明
通
寺
文
書
」
「
白
井
家
文

史
通
史
編
2
中
世
』
で
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
預
御
オ
覚
候
、
猶
中
務
太
輔
・
落
合
八
郎
左
衛
門
書
L

「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
」
「
本
郷
文
書
」

で

こ

れ

に

譲

る

。

尉

可

申

候

、

恐

々

謹

一

言

、

「

河

野

恒

治

家

文

書

」

「

龍

泉

寺

文

書

」

な

ど

に

二

武
田
中
務
大
輔
と
武
田
五
郎
で
立
項
さ
れ
た
人
物
三
月
廿
八
日
承
顧
(
花
押
)
十
点
以
上
あ
り
、
若
狭
戦
国
史
で
は
最
も
史
料
的
に

は

事

典

類

で

は

本

書

で

初

め

て

と

り

あ

げ

ら

れ

た

も

武

田

中

務

太

輔

殿

進

之

候

恵

ま

れ

た

人

物

の

ひ

と

り

で

あ

る

。

の
で
あ
る
。
ま
ず
武
田
中
務
大
輔
に
つ
い
て
「
生
没
こ
の
書
状
は
信
長
の
在
洛
の
時
期
な
ど
か
ら
み
て
彼
の
通
称
の
彦
五
郎
と
五
郎
と
は
紛
ら
わ
し
い
が
、

年
未
詳
、
永
禄
十
二
年
(
一
五
六
九
)
二
月
十
八
日
、
元
亀
三
年
(
一
五
七
二
)
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
文
こ
れ
ら
の
確
実
な
文
書
で
は
す
べ
て
彦
五
郎
に
な
っ

山
科
言
継
の
邸
宅
で
、
陰
陽
頭
土
御
門
有
情
の
晩
食
書
の
文
言
か
ら
み
る
と
当
時
武
田
中
務
大
輔
は
六
角
て
い
る
。
元
亀
元
年
六
月
六
日
付
の
織
田
信
長
の
朱

に
相
伴
し
た
(
言
継
)
。
若
狭
武
田
氏
の
一
族
で
あ
承
頑
、
武
田
信
玄
な
ど
と
共
に
反
信
長
の
立
場
に
あ
印
状
は
、
姉
川
の
合
戦
に
先
立
っ
て
足
利
義
昭
が
近

ろ
う
が
、
だ
れ
に
当
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ど
の
段
階
で
信
長
に
臣
従
江
高
島
へ
動
座
す
る
の
で
参
障
す
べ
き
こ
と
を
武
田

91 

佐
藤

『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
』
の
若
越
人
名
に
つ
い
て
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若
越
郷
土
研
究

四
十
巻
五
号

92 

信
方
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
朱
印
状
の
宛
う
。
ま
た
谷
口
氏
が
「
朝
倉
記
L

と
略
称
し
た
書
物

所
に
も
寸
武
田
彦
五
郎
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
(
「
尊
は
例
言
に
よ
れ
ば
「
『
朝
倉
始
末
記
』
(
『
越
州
軍

経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
」
)
。
な
お
谷
口
氏
が
略
称
し
記
』
)
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
朝
倉
始
末
記
』
よ

た
っ
信
長
文
書
」
と
は
例
言
に
よ
れ
ば
奥
野
高
度
著
り
『
越
州
軍
記
』
(
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
)
の
方
が
記

『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
の
白
で
あ
る
。
確
か
に
述
が
正
確
な
こ
と
が
多
い
の
で
『
越
州
軍
記
ι

に
よ

こ
の
旧
版
で
は
こ
の
朱
印
状
の
宛
所
が
「
武
田
五
ら
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。

郎
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
増
訂
版
で
は
「
武
田
彦
五
以
上
ま
こ
と
に
細
い
こ
と
ば
か
り
で
恐
縮
で
あ
る

郎
L

に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
増
訂
版
に
よ
る
べ
き
で
が
、
若
越
郷
土
史
に
関
心
を
持
た
れ
る
方
が
本
書
を

は
な
か
っ
た
か
と
感
じ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
利
用
す
る
際
に
留
意
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
も
と

最
後
に
白
井
民
部
少
輔
で
立
項
さ
れ
て
い
る
人
物
よ
り
こ
れ
ら
の
細
い
誤
り
は
本
書
の
真
価
を
減
ず
る

の
家
は
若
狭
の
戦
国
武
士
で
最
も
良
質
か
つ
大
量
の
も
の
で
は
な
く
、
詳
細
に
叙
述
さ
れ
た
信
長
の
重
臣

原
文
書
を
伝
え
た
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
良
質
な
史
た
ち
の
長
大
な
記
事
が
や
は
り
本
書
の
中
心
を
な
す

料
に
よ
れ
ば
彼
の
官
途
は
民
部
丞
で
実
名
は
勝
胤
で
根
幹
部
分
と
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
書

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
人
名
の
訂
正
を
要
す
る
。
の
著
者
の
は
し
が
き
と
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
著
者
は

な
お
こ
れ
ら
の
本
書
の
人
名
項
目
は
五
十
音
順
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ど
で
史
料
を
閲
覧
さ
れ
た

並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
名
字
に
つ
い
て
由
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
方
在
住
の
者
に
と
っ
て

検
索
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
安
居
を
ア
グ
ま
こ
と
に
う
ら
や
ま
し
い
次
第
で
あ
る
。
た
だ
若
越

ィ
、
石
徹
白
を
イ
シ
ド
シ
ロ
、
小
武
を
オ
ブ
、
新
開
の
人
名
に
つ
い
て
は
『
福
井
県
史
資
料
編
2
中
世
』

を
シ
ン
ビ
ラ
キ
、
土
橋
を
ツ
チ
ハ
シ
、
富
田
を
ト
ミ
を
是
非
参
照
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
谷
口
氏
は

夕
、
逸
見
を
へ
ミ
と
し
て
配
列
し
て
い
る
類
い
で
あ
何
故
か
こ
の
巻
だ
け
は
御
覧
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
ご
、
い
と
し
ろ
、
お
た
で
あ
る
。
本
稿
の
引
用
史
料
も
主
と
し
て
こ
れ
に
よ

け
、
し
ぴ
ら
き
、
ど
ば
し
、
と
だ
(
と
ん
だ
)
、
へ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
本
書
の
監
修
者
の
序
に

ん
み
と
読
む
の
が
当
地
で
は
普
通
で
は
な
い
か
と
思
よ
れ
ば
史
料
解
釈
等
に
つ
き
訂
正
異
見
を
寄
せ
る
よ

う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
個
人
的
な
関
心

に
よ
り
気
の
つ
い
た
こ
と
を
記
し
た
だ
け
で
あ
る
。

谷
口
氏
に
は
本
稿
の
非
礼
を
赦
さ
れ
、
増
訂
版
完
成

に
む
け
て
さ
ら
に
躍
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(
さ
と
う
け
い
一
九
九
五
年
三
月
十
二
日
稿
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




